
 

 

79 

 

活
動
記
録 

 

８
０ 
二
〇
一
七
年
度
活
動
報
告 

◇ 

佐
々
木
遥 

８
１ 

贈
答
歌
会
録 

◇ 

関
寧
花 

 
 



 

 

80 

 

二
〇
一
七
年
度
活
動
報
告 

文
責
：
佐
々
木
遥 

※
（
）
内
は
担
当
者 

◇
四
月 

一
日
～
二
日 
新
歓
ブ
ー
ス
設
置
、
貼

り
紙
・
ビ
ラ
配
り
な
ど
（
辻
原
） 

七
日
（
金
）
お
花
見
歌
会
（
辻
原
） 

十
一
日
（
火
）
笹
井
宏
之
勉
強
会
・
新
歓

勉
強
会
（
暮
田
） 

十
八
日
（
火
）
新
歓
歌
会
（
暮
田
） 

二
十
一
日
（
金
）
新
歓
歌
会
（
辻
原
） 

二
十
五
日
（
火
）
新
歓
歌
会
（
関
） 

二
十
八
日
（
金
）
新
歓
歌
会
（
佐
々
木
） 

◇
五
月 

六
日
（
土
）
歌
会
・
新
歓
コ
ン
パ
（
辻
原
） 

十
九
日
（
金
）
歌
会
（
加
賀
） 

二
十
三
日
（
火
）
歌
会
（
佐
々
木
） 

◇
六
月 

六
日
（
火
）
歌
会
（
谷
村
） 

十
六
日
（
金
）
歌
会
（
辻
原
） 

二
十
日
（
火
）
歌
会
（
佐
々
木
） 

三
十
日
（
金
）
歌
会
（
大
村
） 

◇
七
月 

四
日
（
火
）
歌
会
（
阿
部
） 

十
四
日
（
金
）
歌
会
（
小
林
） 

◇
八
月 

一
日
（
火
）
歌
会
（
尾
崎
） 

五
日
（
金
）
歌
会
・
前
期
納
会
（
大
村
） 

◇
九
月 

一
～
三
日 

学
生
短
歌
会
合
同
夏
合
宿 

（
暮
田
・
紺
野
） 

十
四
～
十
五
日 

連
作
合
評
会 

（
佐
々
木
） 

◇
十
月 

三
日
（
火
）
歌
会
（
関
） 

十
三
日
（
金
）
歌
会
（
阿
部
） 

十
七
日
（
火
）
歌
会
（
関
） 

二
十
七
日
（
金
）
歌
会
（
阿
部
） 

三
十
一
日
（
火
）
歌
会
（
尾
崎
） 

◇
十
一
月 

十
日
（
金
）
歌
会
（
阿
部
） 

十
四
日
（
火
）
歌
会
（
亀
山
） 

二
十
四
日
（
金
）
歌
会
（
佐
々
木
） 

◇
十
二
月 

八
日
（
金
）
歌
会
（
関
） 

十
二
日
（
火
）
歌
会
（
尾
崎
） 

十
七
日
（
日
）
連
作
合
評
会
（
大
村
） 

二
十
二
日
（
金
）
歌
会
（
阿
部
） 

二
十
三
日
（
土
・
祝
）
贈
答
歌
会
（
関
） 

◇
一
月 

九
日
（
火
）
歌
会
（
佐
々
木
） 

十
九
日
（
金
）
歌
会
（
大
村
） 

※
大
雪
の
た
め
二
十
三
日
の
歌
会
は
延
期 

二
十
六
日
（
金
）
即
詠
歌
会
（
佐
々
木
） 

◇
三
月 

一
日
（
木
）
非
公
開
サ
テ
ラ
イ
ト
歌
会 

（
佐
々
木
） 

※
ゲ
ス
ト
：
東
直
子
氏
・
法
橋
ひ
ら
く
氏 

三
日
（
土
）
大
学
短
歌
バ
ト
ル 

（
阿
部
・
紺
野
・
染
川
）
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◆
贈
答
歌
会
録 

文
責 

関
寧
花 

 
二
〇
一
七
年
十
二
月
二
十
三
日
に
、
早
稲
田
短
歌
会
で
贈
答
歌
会
が
行
わ
れ
た
。
贈
答
歌
会
で
は
事
前
に
告
知
と
贈

歌
募
集
を
行
い
、
贈
歌
が
集
ま
っ
た
所
で
参
加
者
に
一
首
ず
つ
振
り
分
け
答
歌
を
用
意
し
て
も
ら
う
。
歌
会
で
は
贈
答

二
首
で
一
組
と
し
、
一
人
二
組
ず
つ
投
票
と
批
評
を
行
っ
た
。
以
下
は
今
回
寄
せ
ら
れ
た
贈
答
歌
と
そ
れ
ら
へ
の
批
評

の
一
部
で
あ
る
。(

参
加
者
：
阿
部
圭
吾
、
大
村
咲
希
、
金
竹
羅
夢
、
関
寧
花
、
染
川
噤
実) 

 

贈 

不
確
か
な
明
日
を
話
し
て
ば
か
り
い
る
君
の
頭
に
落
ち
ろ
流
星 

(

阿
部
圭
吾) 

答 

定
ま
っ
た
明
日
な
ど
御
免
だ
今
日
も
ま
た
空
想

ゆ

め

の
世
界
で
星
打
ち
返
す 

(

金
竹
羅
夢) 

贈
歌
、
答
歌
別
々
に
鑑
賞
す
る
と
そ
れ
ぞ
れ
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
さ
、
夢
見
が
ち
さ
な
ど
作
中
の
「
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
」
に
共
通
す
る

点
は
あ
る
も
の
の
、
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
さ
の
あ
る
贈
歌
に
対
し
て
答
歌
が
率
直
す
ぎ
、
そ
れ
は
贈
答
と
し
て
成
功
し
て
い
る
と
は

言
え
な
い
と
い
う
印
象
。
ま
た
、
贈
歌
に
出
て
く
る
「
君
」
と
答
歌
の
主
体
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
あ
ま
り
に
も
離
れ
て
い
る
の

で
不
自
然
さ
が
出
て
し
ま
っ
た
の
で
は
、
と
い
う
意
見
が
出
た
。 

  

贈 

ご
め
ん
っ
て
言
え
ば
い
い
の
に
い
つ
ま
で
も
右
折
の
回
数
だ
け
数
え
て
る 

(

関 

寧
花) 

答 

か
た
く
な
な
僕
ら
は
歩
く
地
球
一
周
し
て
ま
た
こ
こ
に
戻
っ
て
こ
よ
う 

(

阿
部
圭
吾) 
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組
み
合
わ
せ
と
し
て
は
バ
ラ
ン
ス
が
い
い
一
組
。
頑
固
な
贈
歌
主
体
に
寄
り
添
う
答
歌
主
体
、
と
い
う
関
係
性
が
浮
き
出
て
く

る
。
贈
歌
だ
け
を
見
る
と
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
印
象
だ
が
、
答
歌
の
「
ま
た
こ
こ
に
戻
っ
て
こ
よ
う
」
と
い
う
フ
レ
ー
ズ
に
よ
っ
て

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
変
換
さ
れ
て
い
る
。
情
景
を
示
す
情
報
の
少
な
さ
が
目
立
つ
の
が
傷
。
ま
た
、
贈
歌
で
「
右
折
」
と
言
っ
て
い

る
の
だ
か
ら
車
で
進
行
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
答
歌
で
「
歩
く
」
と
移
動
手
段
を
限
定
し
て
し
ま
っ
て
い
る
の
が
ち
ぐ
は

ぐ
で
は
な
い
か
と
の
意
見
も
出
た
。 

 

贈 

射
干
玉
の
黒
き
帳
に
叫
び
け
り
泥
土

う

き

の
枯
木
に
花
や
咲
か
む
と 

(

金
竹
羅
夢) 

答 

花
の
名
を
思
っ
て
ま
ぶ
た
閉
じ
な
さ
い 

 

眠
り
を
も
た
ら
す
神
の
名
も
夜 

(

大
村
咲
希) 

贈
歌
の
「
泥
土
の
枯
木
に
花
や
咲
か
む
と
」
に
答
歌
が
応
答
す
る
形
の
一
組
。「
思
っ
て
」「
神
」
な
ど
象
徴
的
な
言
葉
が
多
い
、

お
互
い
の
発
話
で
会
話
が
成
立
し
て
い
る
の
か
が
わ
か
ら
な
い
な
ど
の
点
か
ら
、
二
首
併
せ
て
読
ん
で
も
ど
の
よ
う
な
や
り
と

り
な
の
か
わ
か
ら
ず
読
者
の
想
像
が
広
が
ら
な
い
、
と
い
う
評
が
出
た
。
し
か
し
贈
歌
の
独
自
の
世
界
観
に
引
っ
張
ら
れ
ず
に

答
歌
の
作
者
が
自
分
の
得
意
な
ジ
ャ
ン
ル
に
引
き
込
ん
で
一
組
を
完
成
さ
せ
て
お
り
、
双
方
の
テ
ク
ニ
カ
ル
な
部
分
が
表
明
さ

れ
る
こ
と
に
も
な
っ
た
。「
夜
」「
枯
木
」
な
ど
の
ワ
ー
ド
か
ら
「
死
」
の
イ
メ
ー
ジ
を
連
想
し
、「
眠
り
」
と
言
い
換
え
た
の
も

面
白
い
。 

 

贈 

歩
こ
う
よ 

 

ケ
バ
ブ
売
り
と
か
実
の
な
る
木
、
変
な
オ
ブ
ジ
ェ
を
見
て
話
し
た
い(

大
村
咲
希) 

答 

駅
前
の
思
想
ま
み
れ
の
オ
ブ
ジ
ェ
な
ら
み
ん
な
に
き
ず
ぐ
す
り
を
く
れ
る
け
ど(

染
川
噤
実) 
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最
初
は
答
歌
の
「
き
ず
ぐ
す
り
」
と
い
う
ワ
ー
ド
の
発
想
の
由
来
が
わ
か
ら
な
い
、
と
い
う
意
見
が
出
た
が
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
ゲ
ー
ム
「
ポ
ケ
モ
ン
Ｇ
Ｏ
」
で
入
手
で
き
る(

※)

ア
イ
テ
ム
「
き
ず
ぐ
す
り
」
で
は
な
い
か
と
い
う
発
言
が
あ
り
、
そ
れ
で

矛
盾
な
い
だ
ろ
う
と
決
着
し
た
。
贈
歌
が
「
ポ
ケ
モ
ン
Ｇ
Ｏ
」
を
想
起
し
て
詠
ま
れ
た
と
い
う
確
証
は
な
い
が
、
そ
れ
に
新
た

な
「
ゲ
ー
ム
」
と
い
う
要
素
を
付
け
足
し
た
答
歌
作
者
の
ア
イ
デ
ア
が
評
価
さ
れ
た
。
し
か
し
贈
歌
と
答
歌
そ
れ
ぞ
れ
の
行
動

の
意
図
が
食
い
違
っ
て
い
る
た
め
、
対
応
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
な
い
と
い
う
意
見
も
出
た
。 

 

※
…
…
「
ポ
ケ
モ
ン
Ｇ
Ｏ
」
の
マ
ッ
プ
上
に
多
数
存
在
す
る
施
設
「
ポ
ケ
ス
ト
ッ
プ
」
は
、
半
径
四
十
メ
ー
ト
ル
以
内
に
近
づ

く
と
作
動
し
、
タ
ッ
プ
す
る
こ
と
で
経
験
値
や
道
具
な
ど
を
入
手
す
る
こ
と
が
で
き
る
。「
き
ず
ぐ
す
り
」
は
戦
闘
で
傷
つ
い

た
ポ
ケ
モ
ン
を
癒
す
た
め
の
道
具
。 

 

贈 

夕
焼
け
を
逆
光
に
し
て
抱
か
れ
た
わ
、
真
面
目
く
さ
っ
て
影
は
の
び
て
た(

染
川
噤
実) 

答 

丘
の
あ
る
街
で
暮
ら
し
て
笑
お
う
よ
年
に
一
度
は
パ
ー
テ
ィ
ー
を
し
て(

関
寧
花) 

贈
歌
の
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
さ
に
答
歌
が
対
応
し
き
れ
て
い
な
い
の
で
は
？ 

と
い
う
意
見
が
出
た
。
答
歌
「
丘
の
あ
る
街
」
は
フ

レ
ー
ズ
と
し
て
既
視
感
が
あ
り
、
さ
ら
に
、
贈
歌
が
一
瞬
程
度
の
短
い
時
間
の
中
の
感
動
や
興
奮
を
詠
ん
で
い
る
の
に
対
し
て
、

答
歌
は
長
い
時
間
の
中
で
の
ゆ
る
や
か
な
幸
福
へ
の
期
待
を
詠
ん
で
い
る
た
め
、
贈
答
が
呼
応
し
て
い
な
い
の
で
は
と
い
う
意

見
も
出
て
、
総
合
し
て
贈
歌
の
劇
的
な
イ
メ
ー
ジ
に
答
歌
が
負
け
て
お
り
残
念
、
と
い
う
印
象
だ
っ
た
。 

   


